






要約:4 種のテレビゲームを 30 分間、ヘッドマウントディスプレイによるゲームを 3 分間

行い、ゲーム前後に近見視力、調節近点などを測定して、調節力の変化を検討した。いず

れでも、ゲーム後に調節の労がみられたものもあったが、むしろ緊張している例もみられ

た。調節の過緊張が続けば、視力の発育影響が及ぼされることも考えられ、注意が必要で

あると思われた。


